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概要 
Abstract 

  
治療・介入効果を判定するための因果推論には、一般的にランダム化

比較試験（RCT）の実施が望ましいと考えられている。その一方で、

RCT は内的妥当性が高いものの外的妥当性が高いとは限らず、研究

実施に関わる費用や労力も大きくなりがちであり、実際に実施すること

が極めて難しいことも多い。また、倫理的に RCT が実施不可能な場合

も少なくない。それらの RCT の限界を補完する手法として、ランダム化

を伴わない準実験研究デザインの重要性は増し続けているが、RCT
やコホート研究、ケース・コントロール研究などの従来の手法に比べる

と認知度は未だ低いと言わざるを得ない。本講義では、準実験研究デ

ザインの臨床研究因果推論における役割と、各種の準実験研究デザ

インの概要を解説する。 
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